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平
成
二
十
年
度
当
初
予
算
の
規
模
は
︑
一

般
会
計
七
百
七
十
九
億
五
千
万
円
︑
特
別
会

計
約
四
百
五
十
四
億
千
九
百
万
円
︑
企
業
会

計
約
九
十
六
億
千
八
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
︒
一
般
会
計
予
算
は
︑
合
併
前
の
市
町
の

平
成
十
九
年
度
当
初
予
算
の
合
算
額
と
比
べ

て
〇
・
二
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

◎
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
予
算
の
主
な
も
の

街
な
み
環
境
整
備
事
業

四
千
二
百
万
円

古
湯
・
熊
の
川
地
区
に
お
い
て
︑
統
一
感

の
あ
る
総
合
案
内
看
板
や
サ
イ
ン
の
設
置
︑

市
道
等
の
修
景
整
備
を
行
い
︑
周
辺
の
自
然

環
境
を
生
か
し
た
温
泉
地
ら
し
い
街
な
み
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
︒

農
村
と
都
市
と
の
交
流
施
設
整
備
事
業

九
千
五
百
九
十
五
万
円

大
和
町
に
﹁
農
業
体
験
施
設
・
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
加
工
施
設
｣︑
富
士
町
に
﹁
ダ
ム
の
駅
・

情
報
セ
ン
タ
ー
｣︑
｢菖
蒲
交
流
施
設
﹂
を
整

備
す
る
た
め
の
助
成
で
す
︒

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
事
業

三
百
六
十
四
万
円

四
月
一
日
の
﹁
佐
賀
市
男
女
共
同
参
画
を

推
進
す
る
条
例
﹂
施
行
に
合
わ
せ
︑
新
た
に

専
門
相
談
員
を
配
置
し
︑
有
識
者
等
で
構
成

す
る
男
女
共
同
参
画
審
議
会
を
設
置
し
ま
す
︒

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定
経
費

七
百
七
十
六
万
円

二
度
に
わ
た
る
合
併
に
伴
い
︑
新
市
に
お

け
る
一
体
的
な
農
業
振
興
の
方
向
性
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
︑
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
を
新
た
に
策
定
し
ま
す
︒

犬
等
の
適
正
管
理
対
策
経
費七

百
六
十
三
万
円

﹁
犬
や
猫
と
の
共
生
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
︑

動
物
と
の
共
生
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
や
地
域
猫
推
進
基
本
方
針
の
策
定
な
ど

に
取
り
組
む
た
め
の
経
費
で
す
︒

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
経
費一

億
六
千
七
十
四
万
円

現
行
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
見
直
し
︑

時
間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
︑
長
期
休
業
期

間
や
土
曜
日
に
お
い
て
も
実
施
し
ま
す
︒

市
民
総
参
加
子
ど
も
育
成
運
動
経
費

千
五
百
九
十
六
万
円

﹁
佐
賀
市
未
来
を
託
す
子
ど
も
を
育
む
た

め
の
大
人
の
役
割
に
関
す
る
条
例
﹂
に
基
づ

く
﹁
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
﹂
を
展
開

す
る
た
め
の
経
費
で
す
︒

富
士
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
︵
平
成

十
八
年
～
二
十
年
度
継
続
費
︶

一
億
五
千
四
百
三
十
二
万
円

富
士
町
振
興
計
画
に
基
づ
く
佐
賀
市
立
富

士
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
本
年
八
月
に
開
設

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
︒

人
口
問
題
・
限
界
集
落
対
策
経
費

四
百
二
十
二
万
円

少
子
高
齢
化
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
山
間

部
の
モ
デ
ル
集
落
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

催
等
の
経
費
で
す
︒

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
事
業

百
四
十
万
円

議
会
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配

信
を
行
い
ま
す
︒

◎
条
例
等
の
主
な
も
の

佐
賀
市
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例

商
慣
習
上
︑
複
数
年
に
わ
た
り
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
Ｏ
Ａ
機
器
の
借
り

入
れ
等
の
︑
長
期
継
続
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
で
す
︒

佐
賀
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等

の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例

市
街
化
調
整
区
域
内
で
お
お
む
ね
五
十
以

上
の
建
築
物
が
連
た
ん
し
て
い
る
地
域
の
う

ち
︑
条
例
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
土
地

の
区
域
に
お
け
る
開
発
行
為
等
が
可
能
と
な

り
ま
す
︒

佐
賀
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

﹁
総
務
部
﹂
を
︑
｢総
務
部
﹂
と
﹁
企
画
調
整

部
﹂
に
分
割
し
ま
す
︒

三
月
定
例
会
は
三
日
に
開
会
し
︑
二
十
七
日
に
閉
会
し
ま
し
た
︒
補
正
予
算
九
︑
当
初
予
算

十
三
︑
条
例
二
十
四
︑
一
般
十
一
︑
人
事
二
︑
議
員
提
案
一
の
計
六
十
議
案
を
審
議
し
︑
す
べ

て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
合
併
前
旧
町
関
係
分
の
十
五
の
決
算
議
案

を
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
︑
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
︒

平成20年度当初予算など60議案を可決しました

意

見

書

▼
介
護
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
求
め
る
意

見
書
案

︵
全
会
一
致
で
可
決
︶

▼
米
兵
の
女
子
中
学
生
暴
行
事
件
に
関
す

る
意
見
書
案

︵
全
会
一
致
で
可
決
︶

▼
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見

書
案

︵
賛
成
多
数
で
可
決
︶

▼
道
路
特
定
財
源
の
道
路
関
係
諸
税
の
暫

定
税
率
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
案

︵
※
議
決
不
要
︶

▼
障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
な
改
正

を
求
め
る
意
見
書
案︵

賛
成
少
数
で
否
決
︶

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
凍
結
・
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
案

︵
賛
成
少
数
で
否
決
︶

※
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見

書
が
先
に
可
決
さ
れ
た
た
め
︑
相
反
す

る
こ
の
意
見
書
は
議
決
不
要
と
な
り
ま

し
た
︒

人

事

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て
︑
次
の
と
お
り
異
議
な
き
旨
答
申
し
た
︒

▽
千
綿

勝
之
︵
鍋
島
町
大
字
森
田
︶

▽
江
頭

敏
男
︵
諸
富
町
大
字
徳
富
︶
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第17号議案 平成20年度佐賀市国民健康保険特別会計予算

歳出 保健事業費 特定健康診査等事業費 112,102千円

（質疑）①平成20年度実施率を33％に設定した根拠②受診率の目標達成への取り組み③保健師の確保はど

うするのか。

（答弁）①特定健診の実施率が33％を超えない場合は、他の項目の実施率が目標値を達成しても、最大の

ペナルティーが科されることになっているため②広報に努めるほか、受診しやすい環境整備と

して、個別健診を集団健診と同額の個人負担金で実施できるようにした③保健師は、支所に１

〜２名を残して本庁に集約し、小学校区ごとに地区分担制を導入したい。

第29号議案 平成19年度佐賀市一般会計補正予算（第５号）

歳出 商工費 企業誘致推進事業 400,344千円

（質疑）①事業の導入の経緯と目的②雇用奨励金による雇用の見込み③市税等への影響。

（答弁）①各自治体の企業誘致競争が激化する中で、立地奨励金や雇用奨励金等の優遇措置を講じ、企業

に選ばれる魅力的な立地条件を備えること②５社の合計で、正社員252名、正社員以外119名③

固定資産税、法人市民税及び従業員の方々からの個人市民税で、約27億円の増加（平成20〜29

年の推計)。

第42号議案 佐賀市後期高齢者医療に関する条例

（質疑）①老人保健において障害認定により老人医療受給対象者となった場合、本人の申し出により後期

高齢者医療の被保険者とならないことが可能である。そのためには、老人保健制度での障害認

定の申請の撤回が必要であるが、その状況は②後期高齢者医療制度により、74歳未満の高齢障

がいの方に対する重度身障者医療費助成制度はどのようになるのか③延滞金の減免規定はある

が、保険料の減免規定がないのはなぜか。

（答弁）①障害認定を受けている方に通知を出し、個人の状態に合わせてアドバイスを行っている。障害

認定申請を撤回すれば、これまで加入していた医療保険に残ることができるが、3月14日現在、

撤回した方は118名②65歳以上の方への助成を後期高齢者医療制度の被保険者に限定する都道

府県もあるようだが、佐賀県では今のところ制度改正はないと聞いているので、佐賀市でも今

のところ制度改正の予定はない③市で徴収事務を担うため、市で制定する条例に延滞金の減免

を規定している。保険料の減免については、賦課を担う後期高齢者医療広域連合の条例で規定

されている。

他の議案質疑項目

第16号議案 平成20年度佐賀市一般会計予算 歳出 地域改善対策事業費 負担金、補助及び交付金、部落解

放同盟活動費補助金、全日本同和会支部活動費補助金、災害時要援護者避難支援対策事業、救急医療対策費、

児童クラブ運営経費、食育推進基本計画策定委託料、中学校給食施設整備事業、犬等の適正管理対策経費、河

川新設改良費 委託料、第20号議案 平成20年度佐賀市公共下水道特別会計予算 歳出 下水汚泥堆肥化事業、

第29号議案 平成19年度佐賀市一般会計補正予算（第５号）歳出 児童クラブ管理システム整備事業、第43号

議案 佐賀市事務分掌条例の一部を改正する条例、第53号議案 佐賀市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例

決
算
特
別
委
員
会

今
回
の
決
算
特
別
委
員
会
は
︑

合
併
前
の
川
副
町
︑
東
与
賀
町
︑

久
保
田
町
︑
並
び
に
解
散
前
の
佐

賀
地
区
衛
生
組
合
︑
川
副
町
・
東

与
賀
町
清
掃
組
合
の
平
成
十
九
年

度
︵
四
月
か
ら
九
月
末
ま
で
︶
の

各
会
計
決
算
議
案
︵
第
一
号
～
第

十
五
号
議
案
︶
を
審
査
す
る
た
め

に
︑
平
成
二
十
年
三
月
二
十
七
日

に
設
置
し
ま
し
た
︒

こ
の
決
算
特
別
委
員
会
で
は
︑

閉
会
中
に
各
会
計
決
算
議
案
の
審

査
を
行
い
︑
次
の
六
月
定
例
会
に

お
い
て
審
査
報
告
を
行
い
ま
す
︒

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

決
算
特
別
委
員
名

◎
片
渕
時
汎

西
岡
正
博

○
福
井
章
司

中
本
正
一

白
倉
和
子

中
山
重
俊

重
松

徹

西
村
嘉
宣

堤

正
之

松
尾
和
男

原
口
忠
則︵

定
数
十
一
名
︶

議 案 質 疑
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議案審議結果一覧

平成19年度川副町国民健康保険特別会計歳入歳出決算2

３月27日

決算特別委員会
に付託

審議結果

決

算

1 平成19年度川副町一般会計歳入歳出決算

議案
番号

議 案 名 議決日

平成19年度東与賀町一般会計歳入歳出決算5

平成19年度川副町下水道特別会計歳入歳出決算4

３月７日

平成19年度川副町老人保健特別会計歳入歳出決算3

9

平成19年度東与賀町下水道特別会計歳入歳出決算8

平成19年度東与賀町老人保健特別会計歳入歳出決算7

平成19年度東与賀町国民健康保険特別会計歳入歳出決算6

平成19年度久保田町公共下水道特別会計歳入歳出決算12

平成19年度久保田町老人保健特別会計歳入歳出決算11

平成19年度久保田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算10

平成19年度久保田町一般会計歳入歳出決算

平成19年度川副町・東与賀町清掃組合歳入歳出決算15

平成19年度佐賀地区衛生処理組合歳入歳出決算14

平成19年度久保田町農業集落排水特別会計歳入歳出決算13

全会一致で
可決

平成20年度佐賀市国民健康保険診療所特別会計予算 総 額 9660万円18

平成20年度佐賀市国民健康保険特別会計予算 総 額 253億8389万円17

賛成多数で
可決

平成20年度佐賀市一般会計予算 総 額 779億5000万円16

当

初

予

算

全会一致で
可決

平成20年度佐賀市特定環境保全公共下水道特別会計予算 総 額 14億7288万円21

賛成多数で
可決平成20年度佐賀市公共下水道特別会計予算 総 額 124億5985万円20

平成20年度佐賀市老人保健医療特別会計予算 総 額 24億1917万円19

25

賛成多数で
可決平成20年度佐賀市後期高齢者医療特別会計予算 総 額 26億1724万円24

平成20年度佐賀市簡易水道特別会計予算 総 額 ４億8973万円23

平成20年度佐賀市農業集落排水特別会計予算 総 額 ４億7851万円22

平成20年度佐賀市立富士大和温泉病院事業会計予算 事業費 14億5982万円28

平成20年度佐賀市工業用水道事業会計予算 事業費 660万円27

平成20年度佐賀市水道事業会計予算 事業費 40億5019万円26
全会一致で
可決

平成20年度佐賀市自動車運送事業会計予算 事業費 ８億7381万円

平成19年度佐賀市老人保健医療特別会計補正予算（第５号） 補正額 △２億6891万円31

平成19年度佐賀市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 補正額 7612万円30

全会一致で
可決

平成19年度佐賀市一般会計補正予算（第５号） 補正額 △５億45万円29

補

正

予

算 平成19年度佐賀市農業集落排水特別会計補正予算（第３号） 補正額 △2926万円34

平成19年度佐賀市特定環境保全公共下水道特別会計補正予算（第３号） 補正額 △6067万円33

平成19年度佐賀市公共下水道特別会計補正予算（第３号） 補正額 ８億438万円32

平成19年度佐賀市立富士大和温泉病院事業会計補正予算（第１号）

35 平成19年度佐賀市自動車運送事業会計補正予算（第３号）

36 平成19年度佐賀市水道事業会計補正予算（第３号）

37
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5

３月27日

３月７日

佐賀市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律第10条第１項の
規定に基づく準則を定める条例

39

３月27日

３月27日

全会一致で
可決

佐賀市長期継続契約に関する条例38

条

例

議決日審議結果議 案 名
議案
番号

３月27日

佐賀市後期高齢者医療に関する条例42

佐賀市みどりあふれるまちづくり条例41

賛成多数で
可決

佐賀市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例40

３月７日

３月７日

３月７日

46

45

佐賀市工場等立地奨励条例の一部を改正する条例44

全会一致で
可決

佐賀市事務分掌条例の一部を改正する条例43

３月27日

佐賀市やまびこの湯条例の一部を改正する条例

佐賀市手数料条例の一部を改正する条例

佐賀市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例48

佐賀市富士南部簡易水道事業施設整備基金条例を廃止する条例47

佐賀市手数料条例の一部を改正する条例

49

佐賀市国民健康保険条例の一部を改正する条例

佐賀市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例51

佐賀市交通災害保険条例を廃止する条例50

52

佐賀市立大和生涯学習センター条例の一部を改正する条例

全会一致で
可決

佐賀市重度心身障害者に対する医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例54

佐賀市国民健康保険税条例の一部を改正する条例53

賛成多数で
可決

55

佐賀市立図書館条例の一部を改正する条例

佐賀市青少年問題協議会設置条例を廃止する条例57

佐賀市児童館条例の一部を改正する条例56

58

73

72

富士大和温泉病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例60

佐賀市自動車運送事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例59

佐賀市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

市道路線の廃止について（３路線）

佐賀市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定について62

全会一致で
可決

佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び規約の変更について61

一

般

佐賀市議会委員会条例の一部を改正する条例

63
～
65

金額 ３億8390万円→３億9534万円
工期 Ｈ20年３月31日→Ｈ20年11月30日

牛島上線、草場工業団地線、工業団地篠
木野分１号線

佐賀嘉瀬郵便局、蓮池郵便局、川久保郵
便局、北山郵便局、三反田郵便局

66
～
67
市道路線の認定について（２路線）

69
付替市道鷹ノ羽畑瀬線受託合併工事委託契約の一部変更につ
いて

佐賀市街なかふれあいプラザの指定管理者の指定について

財産の処分の一部変更について70

久保田町特定環境保全公共下水道久保田町浄化センターの建
設工事委託に関する基本協定の一部変更について

68

牛島上線、草場工業団地線

71 株式会社ミズ

旧北山小・中学校移転補償費の減額に伴う処
分予定価格 13億1621万円→11億4465万円

金額 ４億3000万円→３億4200万円

議案審議結果一覧


